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〔編者注〕これは,昨年(1990年)8月の地質標本館開館10周年

記念招待講演の録音テｰプを文章におこし,著者に加

筆していただいたものである.

地球環境保護と浮遊性有孔虫一切手にたった微化石一

今年1月1日にフラ1■ス領南極から,浮遊性有孔虫化

石を図案にした切手が発行されました.発行形式はタブ

付き連刷,印刷様式は凹版で,フランス切手の伝統を受

け継ぐ上品た仕上がりです.

浮遊性徴化石を図案に用いた切手には,1972年のセネ

ガル発行の放散虫を描いた5枚の切手がありますが,浮

遊性有孔虫化石を描いた切手は,これカミ最初です.

発行テｰマは｢気候変化｣.もっと具体的に言えば,

現在の地球環境を守るため,現在と過去の気候変化の研

究を進めようと言う主張です.このテｰマにあわせ,左

の切手(①)にはオゾン層の観測用気球,右の切手(②)

には海洋調査船と浮遊性有孔虫化石が描かれています.

浮遊性有孔虫は,タブにもデザイン化した形ですが描か

れています.過去の気候変化の研究の必要性を主張する

ための題樹として浮遊性有孔虫化石が選ばれたのは,酸

素同位体比法による海洋の古水温を測定するための材料

として,最も良く使われているからでしょう.その証拠

に,化石のバックには,酸素同位体比曲線と読める曲線

が描かれています.

浮遊性有孔虫化石を同定するためには,個体の表･裏

･横の三側面から観察したけれぽならないのですが,描

かれた3種のうち,右はα06070肋肋伽舳708α,まん中

はαoろなθ伽｡伽S2〃舳〃S,左はα06070肋肋舳伽作

〃に同定できそうです.これらが同一試料に共存して

いたとすると,その年代は鮮新世一更新世前期と言うこ

とにたります.いずれも熱帯から亜熱帯の海域を好む種

類であり,フランス領南極という極寒地域から発行する

切手の題材としては,首をかしげたくたりますカミ,テｰ

マの主旨から言えぱこれはこれでよいのかも知れませ

ん.

(地質部吉田史郎)
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